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広
報
わ
っ
さ
む
で
は
、
平
成　

年
に
わ

21

っ
さ
む
１
１
０
年
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今

日
ま
で
の
和
寒
町
の
歩
み
を
「
先
人
た
ち

の
軌
跡
」
と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昭
和
中
期
か
ら
後
期
頃
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和

年
〜
昭
和

年
（
飛
躍
期
）

昭
和　

年
〜
昭
和　

年
（
飛
躍
期
）

4040

6363

◆
昭
和　

年
40

　

町
民
プ
ー
ル
完
成
。
開
基　

周
年
・
開

65

村　

周
年
記
念
式
典
挙
行
。
町
民
憲
章
、

50
町
章
、
和
寒
音
頭
を
制
定
。

◆
昭
和　

年
41

　

干
ば
つ
、
低
温
、
水
害
台
風
の
た
め
田

畑
に
４
億
６
千
万
円
の
被
害
。

◆
昭
和　

年
42

　

和
寒
高
校
道
立
移
管
。
町
民
体
育
館
（
公

民
館
）
新
築
。 

◆
昭
和　

年
44

　

塩
狩
小
学
校
廃
校
。
塩
狩
駅
構
内
に
故

長
野
政
雄
殉
職
記
念
碑
建
立
。
東
山
ス
キ

ー
場
開
設
。
農
協
会
館
完
成
。

◆
昭
和　

年
45

　

朝
日
小
学
校
廃
校
。
町
商
工
会
館
完

成
。
青
少
年
会
館
完
成
。

◆
昭
和　

年
46

　

東
陵
小
学
校
廃
校
（
東
和
小
に
統
合
）。

町
内
全
小
中
学
校
で
牛
乳
給
食
を
実
施
。

三
和
小
プ
ー
ル
完
成
。
町
土
地
改
良
事
業

所
を
設
置
。

◆
昭
和　

年
47

　

東
和
中
学
校
廃
校
。
南
雲
源
一
郎
氏
が 

名
誉
町
民
第
１
号
に
。
西
和
小
プ
ー
ル
完

成
。
三
笠
山
自
然
公
園
整
備
着
手
。

◆
昭
和　

年
48

　

第
１
回
町
民
運
動
会
開
催
。
町
営
球
場

完
成
。
和
寒
駅
構
内
に
横
断
歩
道
橋
設
置
。

◆
昭
和　

年
49

　

西
和
中
学
校
廃
校
。
和
寒
中
学
校
体
育

館
新
築
完
成
。
地
籍
調
査
終
了
。
塩
狩
荘

全
面
改
築
し
、
塩
狩
温
泉
観
光
ホ
テ
ル
に

改
称
。

◆
昭
和　

年
50

　

町
立
病
院
新
築
完
成
。
Ｄ　

蒸
気
機
関

51

車
を
公
民
館
前
に
展
示
。
開
基　

周
年
・

75

開
村　

周
年
記
念
式
典
挙
行
。

60

◆
昭
和　

年
51

　

東
和
小
学
校
廃
校
。
第
１
回
福
祉
運
動

会
開
催
。
三
笠
山
自
然
公
園
開
園
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
芳
生
苑
』
開
苑
。 

昭和40年　町民プール児童生徒水泳大会

昭和46年　市街航空写真

昭和49年　塩狩温泉観光ホテル
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◆
昭
和　

年
52

　

町
立
歯
科
診
療
所
開
設
。
地
方
自
治　
30

周
年
記
念
式
典
で
、
行
政
総
合
優
良
市
町

村
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

◆
昭
和　

年
53

　

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
で
牧
千
代
春
氏

（
男
子　
�
）
、
谷
口
智
子
氏
（
女
子　

15

10

�
）
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
役
場
総
合
庁
舎

完
成
。
福
原
に
お
い
て
最
低
気
温
零
下　
41

・
２
℃
を
記
録
。

◆
昭
和　

年
54

　

和
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
施
設
完
成
。
和

寒
と
畜
場
廃
止
。
ひ
ま
わ
り
保
育
所
完
成
。 

◆
昭
和　

年
55

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
芳
生
苑
』
増

築
。
三
笠
山
自
然
公
園
子
ど
も
の
国
オ
ー

プ
ン
。
保
養
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。
開
基

　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
三
笠
山
自
然
公

80園
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
（
２
０
３

０
年
開
封
）
。

◆
昭
和　

年
56

　

東
山
ス
キ
ー
場
第
２
リ
フ
ト
完
成
。
湿

雪
害
に
よ
り
カ
ラ
マ
ツ
倒
木
大
被
害
。
三

笠
児
童
館
完
成
。

◆
昭
和　

年
57

　

国
営
天
塩
川
上
流
地
区
総
合
か
ん
が
い

排
水
事
業
を
記
念
し
、
恵
水
碑
・
観
音
像

設
置
。
降
ひ
ょ
う
被
害
発
生
（
被
害
面
積

２
３
０　

、
被
害
額
１
億
円
超
）
。

ha

◆
昭
和　

年
58

　

『
ス
ポ
ー
ツ
の
町
』
宣
言
。
農
産
加
工

セ
ン
タ
ー
完
成
。

◆
昭
和　

年
59

　

史
上
最
高
の
水
稲
豊
作
（　

万
８
千
６

10

４
８
俵
）
。
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
完
成
。

東
山
ス
キ
ー
場
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
成
。

◆
昭
和　

年
60

　

生
活
研
修
セ
ン
タ
ー
に
土
壌
診
断
室
設

置
。
味
の
ふ
る
さ
と
便
開
始
。
特
産
品
販

売
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。

◆
昭
和　

年
61

　

第
１
回
三
笠
山
恵
水
観
音
ま
つ
り
開

催
。
自
給
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
完
成
。
廃

棄
物
焼
却
施
設
完
成
。 

◆
昭
和　

年
62

　

和
寒
高
校
ス
キ
ー
部
が
全
国
高
校
ス
キ

ー
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
で
初
優
勝
。
葬

祭
場
（
松
岡
霊
園
）
完
成
。
防
災
無
線
施

設
完
成
。

◆
昭
和　

年
63

　

和
寒
高
校
ス
キ
ー
部
が
全
国
高
校
ス
キ

ー
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
で
２
連
覇
。

『
防
犯
の
町
』
宣
言
。
産
業
会
館
完
成
。

昭和55年　子どもの国オープン

昭和57年　恵水観音像除幕式

昭和62年　和寒高校スキー部全国優勝町内パレード

昭和60年　特産品販売センターオープン

※
広
報
わ
っ
さ
む
で
は
１
１
０
年
を
記
念
し

て
先
人
た
ち
の
軌
跡
を
２
月
号
か
ら
引
き
続

き
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
以
降
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
現
在
ま

で
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆
和
寒
高
校
ス
キ
ー
部
の
は
じ
ま
り

　

昭
和　

年
、
北
海
道
永
山
農
業
高
等
学

25

校
（
現
旭
川
農
業
高
校
）
和
寒
分
校
（
定

時
制
課
程
夜
間
農
業
科
）
と
し
て
開
校
し

た
の
が
、
和
寒
高
校
の
前
身
で
あ
り
、
昭

和　

年
に
北
海
道
和
寒
高
等
学
校
と
し
て

27
独
立
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
部
は
、
昭
和　

年
和
寒
高
校
が

42

北
海
道
へ
移
管
さ
れ
、
道
立
学
校
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、

ス
キ
ー
同
好
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

◆
ス
キ
ー
部
の
栄
光
と
歴
史

　

そ
し
て
昭
和　

年
、
士
別
高
校
ス
キ
ー

47

部
出
身
の
岡
新
一
監
督
が
赴
任
し
て
か
ら

　

年
目
に
は
、
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
の

11個
人
競
技
で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
和
寒
高
校
ス
キ
ー
部
が
全
国

ス
キ
ー
の
強
豪
校
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
和
寒
高
校
ス

キ
ー
部
が
、
全
国
及
び
全
道
大
会
で
優
勝

し
た
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

��

　昭和42年にスキー同好会として発足した和寒高校スキー部が今季限りで廃部となります。
これまでの栄光の歴史と、最後のスキー部で頑張る部員たちの様子をお伝えします。

全国２連覇といった数々の記録からスキー強豪校へ全国２連覇といった数々の記録からスキー強豪校へ

◆
今
季
で
最
後
の
ス
キ
ー
部

　

現
在
監
督
を
務
め
る
の
は
、
平
成　

年
10

に
赴
任
し
た
山
石
裕
司
監
督
。
山
石
監
督

は
平
成　

年
に
、
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技

18

で
全
国
優
勝
し
た
清
水
康
平
選
手
を
育
成

し
、
再
び
和
寒
高
校
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
山
石
監
督
を
慕
い
現
在
所
属
す

る
ス
キ
ー
部
員
は
、
男
子
１
名
、
女
子
４

名
の
計
５
名
。
最
後
の
ス
キ
ー
部
の
主
将

を
務
め
る
の
は
旭
川
市
出
身
の
吉
田
悠
真

く
ん
、
部
員
に
和
寒
町
出
身
の
荒
井
友
希

さ
ん
、
山
口
県
出
身
の
岩
村
優
さ
ん
、
剣

淵
町
出
身
の
川
上
友
里
さ
ん
、
鷹
栖
町
出

■全国高校スキー大会■
昭和53年　第27回全国高校スキー大会　男子15km優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子10km優勝
昭和62年　第36回全国高校スキー大会　男子リレー優勝
昭和63年　第37回全国高校スキー大会　男子リレー優勝
平成18年　第55回全国高校スキー大会　男子クラシカル優勝

■全道高校スキー大会■
男子リレー　12年連続優勝（昭和53年～平成２年）
女子リレー　７年連続優勝（昭和56年～平成２年）
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▼
３
月
５
日

　

第　

回
宮
様
ス
キ
ー
国

80

際
競
技
会
（
札
幌
市
）

▼
３
月　

日
11

　
　

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

09
キ
ー
選
手
権
（
新
潟
県
）

身
の
武
蔵
優
衣
さ
ん
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

和
寒
高
校
は
、
道
立
高
校
の
再
編
に
伴

い
、
既
に
募
集
停
止
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
所
属
す
る
部
員
た
ち
が
全
員
３
年
生
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
季
限
り
で
和
寒
高
校

ス
キ
ー
部
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し

ま
す
。

　

部
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
部

の
伝
統
を
有
終
の
美
で
飾
ろ
う
と
、
夏
場

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
一
生
懸
命
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
ス
キ
ー
部
に

か
け
た
部
員
た
ち
の
力
走
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
今
後
の
大
会
日
程

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

大
会
で
『
和
寒
高
校
』
の

名
前
が
コ
ー
ル
さ
れ
る
の

も
、
今
年
で
最
後
に
な
り

ま
す
。
数
々
の
栄
光
の
歴

史
を
刻
み
、
全
国
に
そ
の

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
な
っ

た
和
寒
高
校
ス
キ
ー
部
。

　

最
後
ま
で
精
一
杯
の
力

走
を
見
せ
る
『
和
寒
高
校

ス
キ
ー
部
』
の
活
躍
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

こちらもご覧ください。

和寒高等学校ホームページ

http://www.wassamu.

　　　　hokkaido-c.ed.jp/

■全国高校スキー大会■
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■北北海道高校スキー大会■
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武蔵優衣さん
（鷹栖町出身）

川上友里さん
（剣淵町出身）

岩村　優さん
（山口県出身）

荒井友希さん
（和寒町出身）

吉田悠真さん
（旭川市出身）

北北海道高校スキー大会
（名寄市健康の森クロスカントリーコースにて）
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１　

直
接
的
効
果
の
取
り
組
み 

【
燃
料
】

②
公
用
車

☆
公
用
車
の
一
元
管
理
を
図
り
、
効
率
的
運

用
に
努
め
ま
す
。

☆
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。

☆
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
の
な
い

よ
う
な
安
全
運
転
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

☆
暖
気
運
転
は
必
要
最
小
限
と
し
、
燃
費
向

上
に
努
め
ま
す
。

☆
利
用
時
間
、
行
き
先
等
の
調
整
が
可
能
な

場
合
は
乗
り
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

☆
市
街
へ
の
外
勤
は
業
務
に
支
障
の
な
い
限

り
自
転
車
や
徒
歩
を
心
が
け
、
公
用
車
の

利
用
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

☆
公
共
施
設
適
正
配
置
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
出
さ
れ
る
、
※

「
公
用
車
の
効
率
的
運

用
と
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
」
と
連

携
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
ま
す
。

※
「
公
用
車
の
効
率
的
運
用
と
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
」
と
は
、
役
場
職
員
で
組

織
す
る
〈
公
共
施
設
適
正
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〉
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

公
用
車
の
使
用
状
況
や
維
持
管
理
を
検
証

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
の

【
効
率
的
な
運
用
】【
維
持
管
理
費
用
の
縮

減
】【
適
正
配
置
】【
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
】
を
検
証
し
た
も
の
で
す
。

【
廃
棄
物
】

☆
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
埋

立
ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
す
。

☆
事
務
用
品
、
電
気
製
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
等
が

故
障
し
た
場
合
は
、
可
能
な
限
り
修
理
し

て
使
用
す
る
な
ど
長
期
間
の
利
用
を
心
が

け
、
更
新
す
る
場
合
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の

機
器
の
購
入
を
検
討
し
ま
す
。

☆
未
使
用
物
品
、
不
要
物
品
を
必
要
な
部
署

　

で
使
用
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

☆
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
等
の
飲
食
の
提
供
は
数

　

量
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の
発

　

生
を
抑
制
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

【
そ
の
他
】

☆
庁
内
で
の
文
書
は
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
を
活
用

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
努
め
ま
す
。

☆
コ
ピ
ー
、
印
刷
物
は
両
面
使
用
を
基
本
と

　

し
、
紙
の
使
用
量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

☆
ミ
ス
コ
ピ
ー
、
ミ
ス
印
刷
し
た
用
紙
は
可

　

能
な
限
り
裏
紙
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

☆
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
処
理
を
必
要
最
小
限
と
し

　

両
面
使
用
し
た
用
紙
は
可
能
な
限
り
分
別

　

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

☆
会
議
等
の
資
料
は
可
能
な
限
り
両
面
印
刷

　

し
、
必
要
最
小
限
の
資
料
と
な
る
よ
う
に

　

努
め
ま
す
。

☆
封
筒
は
、
可
能
な
限
り
再
利
用
に
努
め
ま

　

す
。

２　

間
接
的
効
果
の
取
り
組
み 

【
水
道
】

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
対
象
項
目
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
で
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

本
計
画
で
は
上
水
道
の
使
用
量
に
つ
い
て
も

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

☆
ト
イ
レ
の
擬
音
装
置
等
の
導
入
を
検
討
し

　

ま
す
。

☆
芝
生
や
植
木
等
の
散
水
は
雨
水
等
を
利
用

す
る
工
夫
を
し
、
効
率
的
・
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。

☆
水
の
節
水
を
常
に
心
が
け
ま
す
。

【
物
品
購
入
】

☆
コ
ピ
ー
用
紙
や
そ
の
他
の
用
紙
は
可
能
な

限
り
再
生
紙
を
購
入
し
ま
す
。

☆
文
具
、
事
務
用
品
等
は
必
要
性
を
十
分
考

慮
し
、
最
小
限
の
購
入
量
と
し
ま
す
。
ま

た
、
購
入
の
際
に
は
、
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
ラ
ベ
ル
が
表

示
さ
れ
て
い
る
製
品
の
購
入
を
心
が
け
ま

す
。

☆
プ
リ
ン
タ
ー
ト
ナ
ー
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
等

は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
製
品
の
購
入
に
努

め
ま
す
。

☆
購
入
時
は
可
能
な
限
り
簡
易
包
装
と
な
る

よ
う
に
業
者
に
依
頼
し
ま
す
。

☆
機
器
等
の
購
入
に
は
省
電
力
タ
イ
プ
で
、

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
な
製
品

の
購
入
を
検
討
し
ま
す
。

��������
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和
寒
町
で
は
、
行
政
と
し
て
の
模
範
的
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
一
事
業
所
（
役
場
）
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
先
月
号

に
引
き
続
き
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

基
準
年
（
平
成　

年
度
）
使
用
量

19

３
万
２
千
６
２
９�

目
標
年
（
平
成　

年
度
）
使
用
量

24

３
万
１
千
４
８
７�

削
減
率　
　
　
　
　

３
。
５
％

削
減
量　
　
　
　
　
　
　

１
千
１
４
２�
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◆
見
習
い
生
活
で
の
苦
労

昭
和

年
に
和
寒
青
年
学
校
を

22

卒
業
す
る
以
前
か
ら
、
兄
が
馬
そ

り
を
製
作
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
昭
和

年
剣
淵
町

21

の
佐
藤
軽
車
両
で
技
術
を
習
得
す

る
た
め
見
習
い
と
し
て
働
い
た
。

馬
車
・
馬
そ
り
を
製
作
す
る
会
社

で
あ
り
、
丁
稚
と
い
わ
れ
る
見
習

い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
ち
ろ
ん

給
料
は
な
い
。
生
活
の
面
倒
は
み

て
く
れ
る
が
、
朝
５
時
か
ら
夜
の

時
ま
で
土
日
も
な
く
働
い
た
。

11ご
飯
炊
き
、
水
く
み
、
掃
除
、
冬

は
雪
は
ね
、
仕
事
前
は
こ
ま
使
い

の
毎
日
。
そ
こ
で
７
年
間
勤
め
た

の
ち
、
比
布
町
に
あ
る
高
瀬
軽
車

両
に
新
た
な
技
術
を
習
得
す
る
た

め
、
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。
当
時

は
、
大
変
人
気
の
あ
っ
た
保
導
車

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
ゴ
ム
の
タ

イ
ヤ
を
装
着
し
た
馬
車
を
製
作
し

た
。
ア
メ
リ
カ
製
の
中
古
タ
イ
ヤ

に
ス
プ
リ
ン
グ
を
つ
け
た
、
い
わ

ば
リ
ヤ
カ
ー
の
よ
う
な
運
搬
車

だ
。数

々
の
苦
労
を
経
験
し
な
が

ら
、
つ
い
に
昭
和

年
に
酒
向
軽

30

車
両
と
し
て
和
寒
町
で
の
独
立
開

業
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

◆
自
動
車
販
売
と
整
備

開
業
当
初
は
、
こ
れ
ま
で
の
技

術
を
活
か
し
、
馬
車
・
馬
そ
り
・

農
機
具
製
作
が
中
心
で
あ
っ
た
。

当
時
の
農
業
は
、
馬
と
農
機
具
が

あ
れ
ば
農
業
が
で
き
る
と
い
わ
れ

た
時
代
で
あ
り
、
大
変
な
忙
し
さ

だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
、
ま
だ
ま
だ
数
は
少
な
か
っ
た

が
、
自
動
車
販
売
や
整
備
の
仕
事

も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
販

売
に
つ
い
て
は
、
１
日
に
３
台
以

上
売
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
１

０
０
台
以
上
の
販
売
実
績
を
上
げ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
和
寒
町
に
あ

る
自
動
車
の
ほ
と
ん
ど
は
、
酒
向

さ
ん
が
販
売
し
た
も
の
。
運
転
技

術
を
教
え
る
た
め
、
路
上
で
の
講

習
に
も
同
伴
し
た
こ
と
も
多
か
っ

た
と
い
う
。
ま
た
、
車
を
購
入
す

る
と
、
部
落
で
入
魂
式
を
行
う
習

慣
も
あ
り
、
そ
の
席
に
も
出
来
る

限
り
同
席
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
馬
車
・
馬
そ
り
製

作
販
売
か
ら
、
時
代
の
変
化
と
と

も
自
動
車
販
売
と
整
備
へ
と
方
向

転
換
し
な
が
ら
も
、
町
の
自
動
車

屋
さ
ん
と
し
て
、
多
く
の
町
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
。

◆
大
事
に
し
て
き
た
も
の

酒
向
さ
ん
は
、
幼
い
と
き
か
ら

父
親
が
な
く
、
兄
弟
６
人
と
力
を

合
わ
せ
て
生
活
し
て
き
た
。
『
自

分
の
口
は
自
分
で
養
う
』
と
い
う

の
が
当
た
り
前
で
、
生
き
て
い
く

た
め
に
、
見
習
い
時
代
か
ら
様
々

な
苦
労
を
重
ね
て
き
た
。
そ
ん

な
、
酒
向
さ
ん
が
大
事
に
し
て
き

た
も
の
。
そ
れ
は
『
一
番
は
従
業

員
。
従
業
員
は
家
族
同
様
』
と
答

え
て
く
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
自
動

車
整
備
士
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
き
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
か

ら
愛
さ
れ
る
会
社
を
運
営
す
る
に

は
、
従
業
員
が
一
番
大
事
だ
と
い

う
。ま

た
、
町
内
も
寂
し
く
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
み
ん
な

が
少
し
で
も
知
恵
を
出
し
合
っ
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

酒向 光雄さん[㈲酒向自動車工業]77歳

和寒町字南町 ℡0165-32-2173

出身：和寒町字東和生まれ

経歴：1947年 和寒青年学級卒業 1946年 佐藤軽車両（剣淵町）

1954年 高瀬軽車両（比布町） 1955年 酒向軽車両創業

趣味：旅行、登山、釣り

㈲
酒
向
自
動
車
工
業

代
表
取
締
役

酒

向

光

雄
（
さ
こ
う
み
つ
お
）さ
ん

～
自
分
の
口
は
自
分
で
養
う

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
～

第7回

～
今
を
生
き
る

人
こ
そ
が
宝
～
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堂前信一さん（松岡）
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樋口安史さん（西町）
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男子リレー競技北海道選抜チームは見事全国制覇を
成し遂げ、第４走アンカーで大活躍した内田伸明さ
ん（右から２人目）
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◆越冬キャベツの収穫体験
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雪像コンテスト入賞者
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▼
し
か
め
っ
つ
ら
あ
か
ち
ゃ
ん

（
ジ
ョ
ー
ジ
ー
・
バ
ー
ケ
ッ
ト
）

▼
た
ん
じ
ょ
う
び
は
き
の
う
え

で（
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
）▼
ジ
ャ

ッ
キ
ー
の
た
か
ら
も
の（
あ
だ

ち
な
み
）▼
だ
ま
し
絵
サ
ー
カ

ス（
ウ
ォ
ー
レ
ス
・
エ
ド
ワ
ー

ド
）▼
ド
ロ
ッ
プ
ロ
ッ
プ（
杉
田

比
呂
美
）▼
の
ろ
の
ろ
ひ
つ
じ

と
せ
か
せ
か
ひ
つ
じ（
蜂
飼
耳
）

▼
お
そ
と
が
き
え
た
！（
市
川

里
美
）

�
��
�
���
�
�

▼
デ
ィ
ビ
ザ
デ
ロ
通
り（
マ
イ

ケ
ル
・
オ
ン
ダ
ー
チ
ェ
）▼
廃
墟

建
築
士（
三
崎
亜
記
）▼
鬼
の
跫

音（
道
尾
秀
介
）▼
架
空
の
球
を

追
う（
森
絵
都
）▼
女
優
仕
掛
人

（
新
堂
冬
樹
）▼
反
乱
す
る
管
理

職（
高
杉
良
）▼
千
世
と
与
一
郎

の
関
ヶ
原（
佐
藤
雅
美
）▼
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ジ
ジ
イ（
桂
望
実
）▼

煙
霞（
黒
川
博
行
）▼
楊
令
伝

（
北
方
謙
三
）▼
ビ
ロ
ウ
な
話
で

恐
縮
で
す
日
記（
三
浦
し
を
ん
）

▼
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ト
ン（
ス

コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
）▼
風
花
病
棟（
帚
木
蓬
生
）

▼
少
女（
湊
か
な
え
）▼
本
日
、

サ
ー
ビ
ス
デ
ー（
朱
川
湊
人
）▼

「
裁
く
」た
め
の
練
習
帳（
森
炎
）

▼
珈
琲
屋
の
人

（々
池
永
陽
）▼

い
つ
も
そ
ば
に
い
る
よ（
江
上

剛
）▼
人
間
に
は
使
え
な
い
蟹

語
辞
典（
金
田
一
秀
穂
）▼
男
道

（
清
原
和
博
）▼
大
人
の
か
わ
い

い
ス
イ
ー
ツ
デ
コ（
山
田
け
い
）

▼
わ
た
し
の
優
し
い
死
神（
き

の
と
り
こ
）▼
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

ば
か
り
注
文
す
る
な（
武
田
双

雲
）▼
猫
グ
ッ
ズ
図
鑑（
佐
々
木

ル
リ
子
）▼
Ｐ
ｉ
ｎ
ｋ
！（
石
橋

か
お
り
）

���������
�������	

（新津きよみ/著）

　10歳の時に初恋の少女が殺され、
15年後の時効成立をきっかけに、刑
事となって事件を追い続けることを
決意した郷田亮二。そんな亮二の前
に、殺された少女にあまりにも似た美
しい女性が現われ・・・。
　ドラマ「トライアングル」の原作本。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催

　

「
タ
バ
コ
の
害
く
ら
い
知
っ
て

る
よ
」
「
ど
う
せ
や
め
ろ
っ
て
言

う
ん
で
し
ょ
？
」
そ
う
言
わ
れ
る

こ
と
は
承
知
の
上
で
す
が
、
禁
煙

を
考
え
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
が

提
案
し
た
「
た
ば
こ
規
制
枠
組
み

条
約
」
よ
り
、
「
２
０
１
０
年
２

月
ま
で
に
人
が
集
ま
る
場
所
で
の

全
面
禁
煙
化
、
こ
う
し
た
施
設
内

に
い
か
な
る
形
態
の
喫
煙
所
も
設

け
な
い
こ
と
、
違
反
管
理
者
へ
の

罰
則
規
定
を
定
め
る
こ
と
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
採
択

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

【
吸
っ
て
い
な
く
て
も
影
響
が
！
】

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
有
害
物
質
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
、
様
々
な
が
ん

や
呼
吸
器
系
の
病
気
に
か
か
り
や

す
い
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
な

ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人

が
他
人
の
煙
を
吸
う
（
受
動
喫
煙

と
い
う
）
だ
け
で
も
、
同
じ
よ
う

な
健
康
被
害
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
は
喫
煙
室

の
出
入
口
な
ど
の
隙
間
か
ら
空
気

中
に
広
が
る
の
で
、
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
は
喫
煙
室
の
設

置
も
望
ま
し
く
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
空
気
清
浄
機
で
除
去

で
き
る
の
は
、
煙
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
う
ち
わ
ず
か
３
％
。
残

り
の　

％
は
全
く
除
去
さ
れ
ず
に

97

空
気
清
浄
機
を
素
通
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
空
気
清
浄
機
は
タ

バ
コ
に
無
効
な
の
で
す
。

【
か
ら
だ
に
及
ぼ
す
様
々
な
影
響
】

①
タ
バ
コ
は
ハ
ゲ
ま
す
よ
〜
！

　

毛
髪
の
元
と
な
る
細
胞
は
、
毛

細
血
管
か
ら
栄
養
素
を
吸
収
し
、

毛
髪
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ

バ
コ
を
吸
う
と
血
液
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
髪
に
必
要
な
栄
養
素
が

行
き
渡
ら
ず
、
薄
毛
や
脱
毛
・
白

髪
が
進
行
。　

歳
男
性
の
非
喫
煙

40

者
の
う
ち
薄
毛
の
人
は　

％
で
す

38

が
、
喫
煙
者
で
は　

％
に
増
加
す

67

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

②
タ
バ
コ
は
５
歳
以
上
老
け
る
！

　

喫
煙
に
よ
っ
て
、
皮
膚
の
色
に

関
係
す
る
メ
ラ
ニ
ン
の
量
が
増
え
、

肌
の
く
す
み
や
し
わ
も
増
加
。
例

え
ば
喫
煙
者
の　

歳
時
の
メ
ラ
ニ

27

ン
量
は
、
非
喫
煙
者
の　

歳
の
メ

32

ラ
ニ
ン
量
と
一
緒
で
、
そ
の
差
は

５
歳
！ 

③
タ
バ
コ
は
子
供
に
も
影
響
が
！

　

妊
婦
が
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、
次

の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

①
流
産
、
早
産
、
低
体
重
児
等
の

原
因
に

②
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
・
斜
視

・
脳
出
血
・
小
児
が
ん
な
ど
を

発
症
し
や
す
い

③
身
長
・
体
重
の
増
え
や
知
能
の

発
達
が
劣
る
こ
と
が
あ
る

④
落
ち
着
き
が
な
い
・
問
題
行
動

を
起
こ
し
や
す
い

⑤
胎
児
が
女
の
子
の
場
合
、
将
来

不
妊
に
な
り
や
す
い

【
あ
な
た
は
悪
く
な
い
！
悪
い
の

は
ニ
コ
チ
ン
で
す
】

　

な
ぜ
タ
バ
コ
は
な
か
な
か
や
め

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
「
自

分
の
意
志
が
弱
い
か
ら
…
」
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
は
脳
で
快
感
を
伝
え
る
働
き

を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
喫
煙
す

る
と
「
ス
ト
レ
ス
が
解
消
し
た
」

な
ど
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
」

で
、
一
定
量
の
ニ
コ
チ
ン
濃
度
を

保
っ
て
い
な
い
と
不
安
や
い
ら
つ

き
、
眠
気
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
依
存
症
」
に
陥

る
と
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

禁
煙
す
る
方
法
は
色
々
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い

場
合
は
「
禁
煙
外
来
」
を
受
診
し

て
み
る
の
も
一
つ
の
手
で
す
。

保
健
師　

佐
武
絵
理

双子の姉妹。
どっちが喫煙者？

･･･正解は左。しわ・くす
みが目立ち歯にも色素沈
着が。カラーで見たい方
は保健福祉センターへ！
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生活リズムの確立と睡眠 ～懸念される影響～
〔ポイント〕睡眠習慣は心の安定、身体の発育成長、学力面などに影響します

睡眠の習慣がきちんと身に付かない場合には、様々な弊害が懸念されます。
睡眠不足や不規則な睡眠リズムは、イライラする、攻撃性が高まる、無表情になる等、情動面に影響を

与えます。また、年齢が低いと攻撃性に現れ、年齢が高いとうつ傾向が出るという調査もあります。
学校生活においては、睡眠不足で朝起きられない児童は「忘れ物が多い」「叱られる回数が多い」傾向

があります。学力面でも多くのデータが示すとおり、睡眠不足と学力には関連がみられます。
また、睡眠不足は肥満になりやすいといった報告もあるなど、きちんとした眠りが子どもたちの心身の

健康に影響することがわかります。
（文部科学省 子どもの生活リズム向上ハンドブック 抜粋）－和寒町青少年育成町民会議－

こ れ か ら の 家 庭 教 育

■平成21年度採用「予備自衛官補」募集
☆予備自衛官補って？

普段は社会人や学生であっても、いざという時には自衛官として社会のために貢献できる。それが「予
備自衛官補」です。一般と技能の公募コースがあり、平成20年７月１日までに全国で5,784名が採用され
ています。
「身 分」非常勤の特別職国家公務員
「採用年齢」 一般公募：18歳以上34歳未満

技能公募：18歳以上で保有する技能に応じ53歳～55歳未満
（技能例：医師・看護師・技師・語学・整備・情報処理・通信・電気・建設等々）
◇ 詳しくは、お問い合わせください。

「訓練内容」 一般公募：３年以内に50日の教育訓練を受けます。
技能公募：２年以内に10日の教育訓練を受けます。

「教育訓練召集手当て」 日額：7,900円（自宅から訓練実施駐屯地までの交通費支給）
「衣・食・住」 食 事：教育訓練召集間、無料支給されます。

宿 泊：教育訓練召集間、駐屯地内の定められた宿舎に起居（無料）します。
被服等：教育訓練で使用する作業服等は無償貸与されます。

「応 募」 電話連絡または、下記住所へお越しください。名寄出張所広報官が対応いたします。
「受 付」 平成21年１月５日～４月13日（月）（締切日必着）
「試験日」 平成21年４月18日・19日・20日のいずれか一日が指定されます。
■問い合わせ先

＊自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所 TEL：01654-2-3921（電話お待ちしています）
住所 名寄市西１条南９丁目45（公園通り）

※ 受験申し込みは、和寒町役場総務課でも対応いたします。

自 衛 官 募 集 中

会社などを退職されるかたへ・・・国民年金の加入と保険料の納付はお忘れなく！
60歳未満で会社等を退職される（厚生年金等をやめられる）方は、２週間以内に戸籍年金係で、加入の

手続きをして、保険料を納めていただくことになります。

※反対に会社等にお勤めになった時は、同様な手続きが必要になります。

保険料納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

◆厚生年金等をやめた時◆
あなたも・・国民年金の第１号被保険者となります。
配偶者も・・国民年金の第１号被保険者となります。
◎保険料は、社会保険庁から送付される納付書で納め

ます。
◎保険料の納付が困難な時は、免除申請ができます。

◆厚生年金に加入している時◆
あなたは・・厚生年金保険料等として給料から天

引きされていましたので、国民年金保
険料は個別に納めていませんでした。

配偶者は・・第３号被保険者の認定を受けている
期間は、配偶者の加入する年金制度全
体で負担していましたので、国民年金
保険料の納付は不要でした。

◆会社を退職された方◆
【手続きに必要な物】
・会社（事業所）で発行の資格喪失証明書
・年金手帳
・印鑑
※健康保険任意継続者以外の方は、国保加入の手

続きも行います。

◆会社にお勤めされた方◆
【手続きに必要な物】
・会社（事業所）で発行の資格取得証明書
・年金手帳
・印鑑
※国保に加入されていた方は、保険証を返却して

いただきます。

年 金 あ れ こ れ
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～地域の話題をお届けします～

国
際
交
流
で
和
寒
町
に

２
月
６
日
（
金
）
か
ら

日
（
火
）

10

ま
で
、
国
際
交
流
の
会
で
は
台
湾
と

中
国
の
留
学
生
２
名
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
留
学
生
た
ち
は
、
極
寒
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
、
越
冬
キ
ャ

ベ
ツ
掘
り
体
験
、
和
寒
小
学
校
全
児

童
と
の
交
流
、
ス
キ
ー
体
験
な
ど
を

行
い
、
和
寒
の
冬
を
体
感
し
、
受
け

入
れ
家
族
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
笠
山
大
学
講
座

２
月

日
（
木
）
に
三
笠
山
大
学

12

２
月
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
女
性
大
学
セ
ミ
ナ
ー
と
の
連
携
講

座
と
し
て
開
催
さ
れ
「
健
康
な
体
で

あ
る
た
め
に
」
と
い
う
演
題
で
町
立

病
院
山
下
院
長
か
ら
、
喫
煙
の
害
、

逆
流
性
食
道
炎
、
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
充
実

し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

和
小
新
校
舎
に
お
引
越
し

２
月

日
（
土
）、
和
寒
小
新
校

14

舎
に
引
越
し
を
行
う
た
め
、
児
童
・

教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員
会
な
ど

の
関
係
者
ら
が
引
越
し
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
ラ
ン
ド
セ

ル
に
た
く
さ
ん
の
図
書
室
の
本
を
詰

め
込
み
、
引
越
し
作
業
を
手
伝
い
ま

し
た
。

全
日
本
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル

２
月
８
日
（
日
）、
わ
っ
さ
む
サ
ー

キ
ッ
ト
に
お
い
て
全
日
本
ス
ノ
ー
モ

ビ
ル
選
手
権
第
３
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
雪
の
降
る
な
か
１
０
３
名
の
ラ

イ
ダ
ー
た
ち
が
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
速

さ
を
競
い
あ
い
、
町
内
か
ら
も
４
名

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
雪
け
む

り
を
上
げ
な
が
ら
疾
走
す
る
ス
ノ
ー

モ
ビ
ル
の
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
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人
」
や
北
海
道
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
を
務
め
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ど
さ

ん
こ
ワ
イ
ド
１
８
０
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
な
ど
で
知
ら
れ
る
『
貫
田
桂
一

さ
ん
』
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
食
材
と
地
域
づ
く
り
と
題
し
、

和
寒
の
特
産
品
で
あ
る
越
冬
キ
ャ
ベ

ツ
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
料
理
な
ど
を
紹
介

し
た
ほ
か
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る

た
め
の
数
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
話
さ

れ
、
貴
重
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
講
演
会

２
月
５
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
「
口
腔
ケ
ア
と
高
齢
者
の
健
康
」

と
題
し
、
旭
川
医
科
大
学
口
腔
外
科

竹
川
政
範
医
師
を
講
師
に
介
護
予
防

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
口

の
働
き
は
健
康
の
大
き
な
支
え
、
普

段
か
ら
の
ケ
ア
が
大
切
。
」
と
具
体

的
な
ケ
ア
の
方
法
も
交
え
た
身
近
な

「
口
の
話
」
に
、
参
加
さ
れ
た
約
60

名
の
町
民
の
方
々
は
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

全
町
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
会

１
月

日
（
金
）
、
町
民
セ
ン
タ

30

ー
に
お
い
て
和
寒
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
和
寒
協
会
の
共
催
で
「
第
３
回
全

町
老
人
ク
ラ
ブ
文
化
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
交
流
会
」
が
会
員
約
１
０
０
名

の
参
加
の
も
と
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
推
奨
の
「
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
体
操
」
を
全
員
で
行
い
、
各
会
場

に
分
か
れ
て
健
康
ダ
ン
ス
と
花
札
、

麻
雀
の
３
種
目
を
と
お
し
て
交
流
を

深
め
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

加
工
品
研
究
セ
ミ
ナ
ー

２
月
５
日
（
木
）、
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
町
内
の
生
産
者
や

商
工
会
、
農
協
な
ど
で
組
織
す
る
加

工
品
研
究
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ

る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
ホ

テ
ル
ク
ラ
ビ
ー
サ
ッ
ポ
ロ
の
料
理
長
、

現
在
は
農
水
省
「
地
産
地
消
の
仕
事

2/8

2/14

2/9

1/30

2/5

2/12

2/5
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■人　口　４，０６８人（　４人）
　・男　　１，８８６人（　２人）
　・女　　２，１８２人（　２人）
■世帯数　１，７７５戸（　４戸）

（　）は前月対比
　　出生　１人　　死亡　４人
　　転入　12人　　転出　５人

２月１日現在
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南　町　栗山可奈子さ
んの長男

　こんにちは、ゆづきです。
　僕は音楽が大好き。曲が流れるとすぐに
ノリノリで踊りだすよ。ぐずついてても、
違う事をしてても、それを忘れて夢中にな
っちゃう（笑）
　そんな僕を見て、みんながほめてくれる
から、とっても嬉しいんだ！

��������������

������������������
��

�����������	
�

三　笠　林　隆一さ
ん・美紀さ

んの三女

　はじめまして『ナナセ』です。ナナには
ね大好きなお姉ちゃんが２人いるの。ご飯
の方が好きだけど。最近困った事に姉ちゃ
ん同士のケンカに巻き込まれて毎日戦闘ご
っこ。ナナも泣かないよ！男の子みたいな
姉ちゃんだけどいないと寂しくて泣いてマ
マにベッタリ離れないの！町中で見たら
『ナナ』と呼んでね！

��������������

����������������
��

��������	
��

三　笠　牧　　亨さ
ん・郁子さ

んの長男

　はじめまして『としや』です。僕は、食
べる事が大好きです。最近では、お姉ちゃ
んよりより食べるので、おなかがぽんぽこ
りんなんだ！あと、テレビを見ながらお姉
ちゃんと一緒に上手に踊る事もできるよ！
こんな僕だけど、皆さんよろしくね！
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